
2025（令和７）年度２年生 ３学期人権学習 

結婚と部落差別～なぜ人権問題は起こるのか～ 

【めあて：結婚を通して、一人一人が尊重される社会のあり方について考える】 

 

１結婚とは 

 

Ｑ１．結婚できる年齢は？ ⇒ Ａ１．男女ともに１８ １８歳 

Ｑ２．世間で一般的に「結婚の条件」と言われること・ものは？ 

Ａ２（記入欄） 

 

日本国憲法第 24 条 
 

① 婚姻は、両性の合意のみに        に基づいて成立し、夫婦が同等

の権利を有することを基本として、相互の協力により維持されなければならな

い。 

② 配偶者（＝結婚相手）の選択、財産権、相続、住居の選定、離婚並びに婚姻

及び家族に関するその他の事項に関しては、法律は、個人の尊厳と両性の本質

的平等に立脚して、制定されなければならない。 

 

Ｑ３．映像を見て「おかしいな」と思われるところを、その理由もあわせて書き

出そう 

【映像】「同和問題 未来に向けて」（YouTube動画 法務省 MOJchannel） 

「おかしいな」と思われるところ 理由 



２部落差別とは 

 

●同和問題（部落差別）      

  ：被差別部落（同和地区）に住んでいる、またはその地域の出身であること

などを理由に、古くから社会の様々な場面で起きてきた差別。特定の地域に

関わる人を社会から遠ざけるもの。 

結婚・・・・・・・・・・家族など周囲の人から反対される 

就職活動・・・・・・・・不当に採用されない 

居住地を決めるとき・・・被差別部落を調べて避けようとする 

●部落差別は見えにくくなってきている 
 

  ⇔しかしＳＮＳやネット     を中心に被差別部落を差別する情報が広

がっていて、なかなかなくならない 

 

Ｑ４．なぜ結婚差別は起こるのだろうか。＊ヒント：映像の中の親の発言、資料 

 

 

Ｑ５．さまざまな差別に苦しむ人々がいない世の中を作るためには、具体的にど

う行動すればいいだろうか。さまざまな資料を参考に考えよう。 

 

動画の中の娘の立場に立って、何ができる（親に言える）だろう 

 

２年(  )組(  )番 氏名(         ) 


